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June 2003 京都大学

館長に就任 して
山中一郎

平 成15年4月1日 に京都大学総合博物館長 に就任

いた しました。従来か ら活動 を続けてお りました文

学部博物館 に,自 然史 の部 門 をつ け,さ らに技術 史

の部 門の芽 を将来的 に伸 ば してお くとい う形 で,新

しい組織 が創設 されてか ら7年 目を迎 えてい ます。

そのあいだには,自 然 史部 門の標本収蔵 ・保 管庫 を

擁iする南館が新築 され,学 内の諸部局か ら貴 重な学

術標 本 を200万 点 ばか り運 び込み ま した。そ して学

内の諸先生方 のご協力 を得て,自 然史の常設 展示が

完 成 し,さ らに京都大学が誇 るべ き学術成果 を博物

館展 示の形 で示す企画 も併わせ て,平 成13年6月1

日に一般 有料公 開 を始めたので した。

7年 前 に,わ が国の国立大学 にある数々の学術標

本の これ以上 の散逸 を防 ぎ,今 後の研 究や教 育の進

展 の ため の保 管 ・活 用 を図 る と と もに,一 般 の

方々,と くに次代 を担 う若 い人 々の科学 に対する意

識向上 に資 するために,博 物館の組織 を創設す るこ

とにな りました。まず京都大学 と東京大学 に設置 さ

れ,そ れ以後 さらに6つ の国立大学 が総合博:物館 に

類す る組織 ・施設 を所有する に至 ってい ます。ただ

し大学 によって,そ の組織構 成,研 究者陣容,展 示

公開のあ り方 などは大 き く異 なってい ます。

博 物館の歴史 を顧 み ます と,専 門分野 を単独化 さ

せた博 物館 が,学 問の専 門分野の細分化 に対応す る

かの ように目指 されて きた と思 われ ますが,そ の傾

向 とは逆 に,大 学の所有す る学術 標本 に応 じて,そ

れ らをまとめて活用す る構想が描かれることにな り

ま した。それはその ような形 で しか組織 を立 ち上げ

ることがで きない局面 に立 ち至 るまで 「放置」され

て きた現実がある とい うこ とか もしれ ませ ん。後続

す る国立大 学の 「総 合博 物館」 で一般有料 公開 に

至 ってい ない ことは,あ るいは専用 の新築建物 を見

るに至 っていない事情 はこの事実 を反映 しているの

か もしれ ませ ん。しか しこの 「総合化」はや は り便

宜的 な措置 と考 えて,総 合博物館 の運用 ・活用 に知

恵 を絞 るこ とが求 め られている と言 え ましょう。

京都大学 の場合 を話 します と,総 合博物館が もっ

とも気 を遣 うべ きであるのは,収 蔵 ・保管 してい る

学術標本 の維持管理 と研 究 ・教育へ の活用を図るこ

とであ りま しょう。文化史 の分野 は,文 学部以来 の

日本 史学,考 古学,地 理学 の3つ か らな り,長 いあ

いだにわたって蓄積 して きた史 ・資料 が30万 点 を

こえてあ ります。国宝 ・重要文化財 の指定 を受 けて

いる物件 を含め て,保 管 に気 を遣 うべ き文化遺産 も

多 く含 まれています。それに加 えて,自 然 史の分野

の標本 には,100万 点 を こえる植物標本 をは じめ と

して,22万 点 に及ぶ動物標 本や,そ れぞれが数万点

の昆 虫標本 や化石標本があ ります。この ような多種

類 の,し か も膨大 な標本 を もつ ことですか ら,研 究

や教育へ の活用 と言い まして も,資 料 ・標本 の種類

に よって異 なる扱 い を必 要 とす ることに難 点(?)

があ ります。取 り扱 いで異 なった対応 を求める標本

をまとめて保管す るこ とが必然的 にもた らせる「無

駄」を避 けるべ く,博 物館 の専 門分野 ごとの単独 化

が進め られて きているのですか ら,「 総合化」の形

で博物館 を設 ける便宜性が求 め られ る とす ると,資

料 ・標本 の活用 を進 め るため には,他 のサー ヴ ィス

が第二義 的 になるこ とは許 されなければ な りませ

ん。そ うではあ りますがや は り,「 総合化」 した博

物館 の活 用 を真剣 に考 えるべ きであ る と思い ます。

わた した ちは,博 物館専 任の研究者 として9人 を

擁 してい ます。細分化 された分野 に従事 している と
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はい え,大 き く言 えば魚類 分類学,植 物分類 学,動

物 分類学,'占 生物学,機 械工学(技 術 史担 当),昆

虫生態学,先 史学,口 本 史学,地 理学 を,そ れぞれ

が専門 と してい ます。しか し 「総合化」は これ らの

専 門の分野以外の標本 をも博物館 にもたらせ ること

にな りま した。

また芽 を出 してお く形 を とる と,初 め に書 きま し

たが,技 術史の分野は,人 間社会のなかへ の主 と し

て 自然科学的技術 の応用 の展 開を,時 間の流れのな

かか ら概観 す るこ とを基礎的立場 とす るのですか

ら,そ れは膨大 な規模 の分野 に またが ることが容易

に想定で きます 。それを構成 す る純粋 な基礎科学か

ら考 えてみ ます と,1人 や2人 の スタ ッフで まか な

える対象で ない こ とは明 白です。

幸い なことに京都大 学 には,実 に多様 な面で研究

を独創 的 に進め てお られ る先生 方が大勢 お られ ま

す。そこで わた したちの運営委 員会のあ り方 を鋭意

検討 し直 して,一 層 の整備 を図 り,そ う した先生方

のお力 を,博 物館 の施設,と くに展示 システ ムを

使 っての研究成果の ご発表は もちろん,研 究 や教育

その ものの進展 に博 物館 を利用す る試みを していた

だけない ものか と願 っている ところです。

平 成16年 度か らは,京 都大学 も大学法 人化 を迎

え ます。総合博 物館 も 『中期計画 ・中期 目標』を掲

げて,研 究 ・教育へ の標本 の活用 をは じめ,京 都大

学 全体 の学術 活動 を展示 の形態で示 して,一 般 の

方々に知ってもらうための窓口の役割 を担 おうとし

てい ます。また研究の成果 を一般の人 々に直接 的に

話 しか ける場 を作 り出そ うと してい ます。 さらに

は,博 物館活動 その ものへの一般の人 々の直接 参加

のあ り方 を模索 し,新 しい世紀 にお ける公的資金 を

投 入 される博物館活動の ひとつの例 を示 してみたい

とも思 い ます。そ して京都大学 は,こ の姿勢 をサ

ポー トして くだ さる とい う言葉 を,『 中期計 画 ・中
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期 目標』 に明言 される ことにな りました。

しか しこれが大切 な ところですが,こ う したわた

したち博物館の存在 は,将 来的 に保証 される もので

はあ りませ ん し,ま た長期的 な保証 を求めるべ きで

もあ りませ ん。中期的 に期限 を決めてその歩みを 自

ら,そ して よ り適切 な表現 としては,大 学 全体 の見

地か ら,こ うした博物館の存続の是非 を含めて評価

してい くべ きものである と確信 いた します。10年

もすれ ば常設展 示 を更新 す る必要が でて きます の

で,そ のための労 力 と,と くに巨額 にのぼる経 費負

担 になじむか どうか とい う問いへの判断 に迫 られる

と思い ますので,こ こでこうい う言い方 を している

のです。ただ貴重 な文化遺産や学術標本の保管は ど

うあ るべ きか とい う,次 元 をやや異 にす る,し か し

国の文化財政策 に関わるとい う意味 で きわめて重要

な問い も併 わせ もち ます し,ま た全 国の国立大学 レ

ベルでの総合博物館に類する施設のあ り方 と連動す

る必要が あ ります ので,総 合博物館 の存続 につい

て,京 都 大学だけで単純 に答 えを出す こ とは難 しい

か もしれ ませ ん。

大学法人化す る京都大学の もとでの総合博:物館が

1年 の後 には確 実 に始 ま りますが,そ のあ り方 は,

文化史系の博:物館 と しての歴史はい うまで もな く,

この6年 間の総合博物館 としての歩 みの うえにつ な

げていか ざるをえません。すで に選択 されたあ り方

を急転 回で変更す る,朝 令暮改 的な措置 を とるこ と

は適切 なこ とではあ りませ ん。 さ らにその次 の ス

テ ップへ の歩み を期待 される存在になるべ く,わ た

したちは鋭意模索 し,全 学のみ なさま方 のお知恵 を

お借 りす るこ とを旨 としつつ,意 味 ある結 実を得 る

べ く歩 もうとしています。み なさま方の ご支援 をお

願 いする ところで ござい ます 。

(京都大学総 合博物館長)
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「日記 が 開 く歴 史 の扉 」
一平安貴族 か ら幕末奇兵 隊 まで 一

岩崎奈緒子

2003年4月23日 か ら5月25日 まで,本 館二階の

展示室 にお いて,総 合博物館 ・附属図書館 ・文学部

の所蔵す る 日記 を一堂 にな らべ た企画展 「日記が開

く歴史の扉 一平安貴族 か ら幕 末奇兵 隊 まで 一」を開

催 した。

今 回の展示の 目玉の一つは,総 合博物館 の所蔵す

る 『兵範記』断簡の初公 開であ った。平 信範 の 日記

『兵範記』 は,院 政時代 の研究 の根本 史料 ともいう

べ き史料で,重 要文化財 に指定 されている。総合博

物館の 日本史標本 は文学部か ら受 け継いだ ものであ

るが,二 十年余 り前,そ れ ら史料群の うちの平松家

文書 の中か ら,平 安時代 の もの と思 しき日記 の断簡

(断片)群 が見い だされ,本 学名誉教授であ る上横

手雅敬 皇學館大学文 学研究 科教授 によって研究が

進 め られた。百葉 を越 える断簡の時期 を特定 し順序

を確定す る とい う困難 な作業が な され,平 成ll年

に住友財 団の助成 を受 けて修復が施 された。

失 われていた 「兵範記』の再生 。これを契機 に,

そのお披 露 目 を兼ね て,京 都 大学の 口記 の コ レク

ションを一堂 に見せ ようという企画が立案 されたの

であった。

日記 の歴 史は古 い。日本 では,平 安時代,貴 族 た

ちの間で個 人が 日記 を書 くことがは じまった。伝統

を重 ん じる貴族社 会では,過 去 の記録 が尊重 され,

人び とは 自分 のため,子 孫 のために 日記 を残 した。

日記 を書 く階層 は時代が下が るにつれて次第 に広が

り,近世 になる と庶民 にまで 日記 をつける文 化は普

及 してい く。 日々の で きご との記録 である 日記 に

は,あ るこ とが らについての情 報が時 間の経過 に即

して残 され,ま た,書 かれた事実 もお おむね信頼で

きるとい う特徴 を持 ってい る。日記 は,歴 史 を知 ろ

うとす る上で欠 くことので きない貴重な史料 なのだ

が,こ う した歴史的事実 の宝庫 としての 日記の魅力

に加 えて,い まに残 る 口記 を考 える上 で重要 なの

は,祖 先 の 日記 を残 そ うして努力 して きた先人た ち

の はた らきかけである。それ らを どの ように表現す

るのかが,展 示のポ イ ン トとなった。

第一部の 「歴史資料 としての 日記」で は,貴 族の

社会 にお いて,書 かれ た日記が伝 え られ,活 用 され

る様子 を,第 二部の 「古代 ・中世 の 日記」では,個

人の 日記 として最 も古い藤原道長 「御堂関 白記』を

起点 と して,貴 族 の世界 で 日記 文化が花 開 く様子

を,第 三部 の 「近世の 日記」では,日 記文化が階層

を越 えて展 開 してい く過程 を表現 した。

展示 を実施す るに際 して,藤 井譲治 文学研 究科

教授,吉 川真司 同助教授 には,企 画段階か ら全面的

に参画い ただい た他,上 横 手雅敬 名誉教授,元 木泰

雄 人間・環境学研究科助教授,野 田泰三 文学研究科

助手の ご尽力が あった。また,文 学部 日本史研 究室

の院生の参加 も特筆 してお きたい。これは,総 合博

物館 の前 身 の文学 部博 物館時代 か らの手法 であ る

が,大 学院生 に対 して現 文書 に触 れる機会 を提供す

る場 として有効 なばか りでな く,こ うした方法 を と

るこ とによって,今 回の展示 に複数 の初公 開史料 を

加 えるこ とがで きた。

最後 になったが,貴 重な史料 をご出陳 くだ さった

陽明文庫 ・京都府立総 合資料館 をは じめ とす る所蔵

者の方 々に感謝 の意 を表 したい。

(総合博物館助教授 ・日本 史学)
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ごあい さつ

古代 以来,わ が国 には公私 にわたって数 多 くの 日記が残 され て きま した。古代 国家 の公務 日記 に始 ま り,

伝 統 を重んず る公家社会 において隆盛 を極めた 日記文 化は,時 代 が下 る とともに身分 を越 えて種 々の階層

に広 が りを見せ ます。 日々書 き継がれる 日記 は,そ の記載 内容がおお むね正確 であるため,歴 史 を知 るた

めの基本資料 とされて きました。

と りわけ公 家社 会 においては,明 治 になるまで,先 例 ・故実 を知 る手がか りと して,日 記 が尊重 され活

用 され ました。公家 たちは,日 々の行事 や事件 を円滑 に処理 するために,過 去 の 日記 をひ もときま した。儀

式 のマニュアル を手 にすべ く写本 や 目録 を作 り,さ らには,複 数 の 日記 を土台 に した特定 の儀礼 に関わる

編纂物 なども生 み出 したのです。今 に残 る 日記 には,祖 先 の残 した 日記 を大切 に伝 え ようと心 を くだいた

人び との思 いが込 め られている といえ ます。

この企画展 では,京 都大学総 合博物館 ・附属 図書館 ・文学部 の所蔵 する 日記 の コレクシ ョンを中心 に,財

団法人陽明文庫 ・京都府立総 合資料館 のご協力 を得 て,平 安期 か ら幕末 までの 日記 を…堂 に並べ てみま し

た。また今 回,総 合博 物館の所蔵す る 「兵 範記』の断片(断 簡)を 初めて公 開する ことにな りました。こ

こに紹 介するのは,院 政期 の貴重 な史料 である 『兵範 記』 の欠 を一部 で補 うものです。

日記 の伝 える史実 と,日 記 を残 して きた人び との意志 とを感 じ取 って くだ さ り,日 記 に重 ね られ た 「歴

史の声」 に耳 を傾 けていただける機会 となれば幸 い と存 じます。

最後 にな りますが,展 示の趣 旨をご理解いた だき,貴 重 な史料 をご出品 くださった所蔵者,な らびに多

大 な ご協力 をいただ きま した関係 者のみな さまに心 よ りお礼 申し上 げ ます。

京都大学総合博物館館長 山中一郎

公開講座

「日記が 開 く歴史 の扉」

平 成15年5月10日,17日 に京 都大学学術情 報 メデ ィアセ ンター[北 館]に おいて開催 され ま した。

わが国 には古代以来数 多 くの 日記 が残 されて きた。古代国家の公務記録や平安貴族の私 日記,武 家 ・寺社

の 日記 な ど書 く主体 はさまざまであ るが,日 々書 き継 がれる 日記 はその内容がおおむね正確 であるため,歴

史 を知 るための基本資料 とされて きた。本講座 では,平 安期 ・院政期 ・室町期 ・江戸期 の各時代 の 日記 を

と りあげ,そ の 日記 が残 された時代相や 日記 の伝 える史実 についてわか りやす く解説す る。

5月10日(午 前の部)

日記 の は じま り

大学院文学研究科助教授 吉川真司

5月17日(午 前の部)

室 町 時代 に お け る 日記 の展 開

大学院文学研究科助手 野田泰三

5月10日(午 後の部)

後 陽成 天 皇 と観 修 寺 光 豊

大学院文学研究科教授 藤井譲治

5月17日(午 後の部)

新 紹介 の兵 範 記 を中心 と して

京都大学名誉教授,皇 学館大学大学院文学研究科教授

上横手雅敬
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収蔵資料散歩

植物標本が もた らした遺産
当山昌直

唐突 なが ら,こ こでい う遺 産 とい うの は植物標 本

を挟 んでいた古 い新 聞の こと。これが地域の歴史 に

大 きな貢献 をする ことになる。標本 を作製 してい た

当時の方 々は,標 本 に使用 した新聞が,後 に貴重 な

遺産になることは全 く予想 していなかったか もしれ

ない。植物標本 と地域の歴 史 とい う,想 像 し難い よ

うな組み合 わせがあ るので ここに紹 介 しよう。

絶滅 した沖縄の古 い新聞

信 じられ ないが本当だ った。沖縄 島で発行 された

戦前 の新聞 は,そ の大半が現存 しない とい うこ と

だ。理 由が二つ ある。個 人保管が なかったこ とで あ

る。新 聞はサ イズが大 きく,毎 日の よ うに発行 され

るので保管 は場所 をとるか らだ。頼 るのは図書館等

の施設 しかない。ところが,戦 前 の新 聞は県立 図書

館 に保管 されてい たようだが,そ れが戦争 に よって

すべ て焼失 した とい う。つ まり,絶 滅 である。

沖縄では絶滅 した戦前 の新聞が一部本土 に残 され

ていた。確認 されて いる全紙状態の新聞 は,1898年

(明治31)4月 か ら1918年(大 正7)5月 までの 「琉

球新報』 と1909年(明 治42)2月 か ら1914年(大

正3)12月 までの 「沖縄 毎 日新聞』がほぼ連続 して

国立国会図書館 に,ま た1936年(昭 和11)11月 か

ら1940年(昭 和15)12月 までの 『琉球新 報』と 『沖

縄 日報』が非連続的で はあ るが國學 院大学 に残 って

いる。

地域史 と新聞

ここで少 し,私 が なぜ この世界 に踏み込 んだのか

を説明 しよう。私 は,生 物 学出身で,こ れ まで博物

館学芸員や理科教諭等の 自然科学系の仕事 に携わっ

て きた。当然,歴 史や新聞等 の ことについては門外

漢である。このような中,現 在 の職場 に配置 され,

沖縄県 史の 自然環境編 を担 当す るようになった。そ

こでは研究 史 も含め,自 然 と人 との関わ りとい う視

点か ら資料収 集をすすめ ているが,自 然 と人 を結び

つ ける一 つの手が か りが新聞 にある こ とが わか っ

た。それか ら戦前 の新 聞を調べ るよ うになったので

はあるが,新 聞 を調べ てい く内にその大半が無い と

い う事 実 を知 ることになったのであ る。

県史や市 町村史 を編纂す る場合 は,ま ず新聞 を調

査 し,関 連記事 を新 聞集成 としてま とめ るのが常套

手段 の一つである。戦災 で多 くの歴史資料 を焼失 し

た沖縄 で は,新 聞は広告 も含 め当時の情報がい っぱ

い詰 まってお り,日 々の状況 を知 る上 で手がか りと

なる一級の史料であ るか らだ。

前述 したように,全 紙大 の新 聞が図書館等以外で

残 され る機会 はほ とん ど無 いのだが,一 つだけ例外

があ った。それが大 学等 に残 っている植物標本 を挟

んでい る新聞 だったのであ る。その手 がか りを求め

て私の古新 聞探 しが1997年ll月 京大植物学教室 を

皮切 りに始 まった。

植物標本 を探 して

1998年2月 東京大学法学部附属近代 日本法政史

料センター明治新聞雑誌文庫を訪ねた。ここでは,

東京都立大学理学部牧野標本館で整理を終えた植物

標本用新聞を受け入れ保管 し,重複分は高知県立牧

野植物園に送付するという作業が進められている。

牧野富太郎の植物標本ということもあって,戦前の

樺太や満州をはじめ,全 国各地の古い新聞が集まっ

ているようだ。ところが,同 じ東大内でも,総 合研

究博物館や附属植物園には,このような古い未整理

の標本はほとんど残っていない ということであっ
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(左上)植 物標本を挟んでいる新聞

の中から出てきた明治期の琉球新報

(右上)植 物標本の中から出てきた

昭和期の沖縄 日日新聞

(左下)他 地域の標本を挟んでいた

明治期の沖縄毎日新聞

(右下)松 かさを包んでいた明治期

の沖縄新聞

た。退 官 された教授 の話 に よる と,日 々標本 の整理

を進めなが ら,出 て きた新聞 は古す ぎて捨 て ること

もで きず,燃 や し続 けていたそ うであ る。つ ま り,

牧野標本以外 に大学 に残 ってい た古い新聞は,当 然

の ことなが ら,標 本が整理 され次第処分 されてい っ

たわけであ る。

博物 館 は宝の山

京都大学 に総合博:物館がで きた。2002年10月 京

大植物学教 室 を3回 目の調査 で訪 ねる と,教 室の段

ボールに入っていた未整理標本等 は総合博物館 に移

され た とい う。博物館 の収蔵庫 に案内 されて驚い

た。引越後 とい うこ ともあって段 ボールが山積み さ

れて いるの だ。後で聞 いた話で は約2千 箱あ る らし

い。附属植物 園な ど学 内の施設 か ら標本が集 まって

きたのだ。採 集標本 の中には番号が付 されて いない

の もあって,不 幸 中の幸 いか,こ れ らの ほ とん どが

未整理 らしい。その一部 をみ る機会があ った。戦前

の樺太,満 州,台 湾 な どの新 聞,そ して全国各地の

新 聞が散見 され た。明治,大 正,昭 和期の沖縄 の古

い新 聞 もみつか った。みつけた時は感激 で思 わず声

を上 げて しま う。 オーバー に言 えば,新 聞1枚 で,

沖縄の1日 分の歴史が明 らか になる とい うことであ

る。 ま さに段 ボールの山は,宝 の山である。

して収集 して きた植物 を整え,丁 寧 に新 聞に挟 んで

重 ね る。 この ように苦労 して収集 して きた植物標

本 。植物研究者 らは,自 分が収集 した標本が植物学

の進展 に貢献 する もの と信 じて いたはずだ。 しか

し,そ れが歴 史(地 方 史)に も貢献す る ところ まで

は想像 で きなか ったか もしれない。

植物標本 に使 われた古い新聞の ことについては,

一般 的に よ く知 られていない。これか らがお もしろ

くなるのだが,そ の前 に標本整理が進 まない ように

と願 うのは罪だろ うか。

本稿 をまとめるにあたり,調査の機会を与えて下

さった京大総合博物館永益英敏助教授,理 学研究科

村上哲明助教授 に感謝 します。

(沖縄県文化振興会史料編集室 ・主幹)
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さいごに

胴乱 をさげ,野 山を駆 けめ ぐ り,植 物 を採集,そ
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研究隻会

パ リ盆地の後期旧石器時代
一新 しい石 器 技術 学 か ら一

山中一郎

2003年2月8日 に,パ リ第1大 学(ソ ルボ ンヌ)助

教授(先 史学担当)の ポ リス ・ヴ ァラ ンタン(Boris

VALENTiN)博 士 と,パ リ第X大 学(ナ ンテール)講

師(国 立科学研究所研 究員)の ピエ ール ・ボデ ュ

(PierreBODU)博 士 が京都大学総 合博物館 の研究集会

の ために来 日して,一 般の方 々への公開で,研 究発

表 をおこなった。

技術学的石器研 究は,先 史学 にお ける最新の開拓

分野の ひとつ と見 なされ,石 器研究法 の革新 を進め

る若手研究者 を惹 きつ けてい る。来 日 した2人 は,

その分野の第一人者であ り,「Pal60histoire(古 歴史

学)」 を標榜 する旗手 として,研 究 を国際的 にリー

ドしてい る。

2人 の研究 フ ィール ドはパ リ盆地であ り,そ の研

究対象 は主 と して後期 旧石器時代 であ る。ヴァラン

タ ン博士 は,ほ ぼ13000～12000年 前の後期旧石器

時代最末期 のパ リ盆地のデー タを まとめて,そ の年

代幅 に収 まる複数 の遺跡 の比較 を試み た。14C年 代

数値 は,厳 密 な意味 では幅 をもった年代 しか与 えて

くれ ない と言 えるので,そ れ に加 えて,従 来か らの

石器型式学的検討 に,さ らに新 しく技術学的 な石割

りの デー タを加味 させ る議論 を展 開 した。この新 し

い視点 に立 った研 究にあって,そ の遺跡 問比較 を成

立 させ る基礎 的知 見は,複 数 の重層位遺跡の発掘調

査 によって意図的 に収集 された もので あった。しか

もそ の発掘調査 は,90年 代 に 目的 的にな されてお

り,わ が国 にお けると同 じように 「行政発掘」の機

会 を捉 えた計 画的な展 開である点 は注 目に値す る。

適切 な言 い方ではないか もしれないが,わ が国で

は70年 代 に東京都教 育庁の小 田静夫 さん らによっ

て,日 本先 土器時代 の石器群が層位的関係 を知 る目

的で精力 的 に掘 り出 された ことを思い出 させた。2

万年 間に及ぶ時間幅 に位置する複数の遺跡の出土資

料 を,層 位 的デー タの対 比 として まとめ る ととも

に,石 器資 料 を属性組成 的に認識す る試み には筆 者

も参加 させて もらった。ヴァランタン博 士は,1千

年間の時間幅での資料 を まとめ,そ こに認め られ る

石割 りの技術 的特徴 を抽 出 して,従 来か らなされて

きた型式 学的デー タと併 わせ検討す る。パ リ盆地 に

は アジル文化の進展 をみ るが,1万 年前 よ りも下 っ

て,石 割 りの仕 方がが らりと変 わるベ ロワ文化が出

現 し,こ れは北東方 のアー レンス文化や南西方の ラ

ボ リ文化 の影響 を受 けて成立す る と論 じた。ベ ロワ

文化や ラボ リ文化 は90年 代 の研 究でその存在が明

らか にされ た石器文化であ る。

ボデ ュ博 士は,有 名なパ ンス ヴァン遺 跡IV-20面

の石器資料 に接合関係 を見つけてで きるか ぎりひっ

つける ことで,石 を割 る技術 につ いてのデ ータを整

備 する とともに,動 作連鎖の概念 に基づいて石割 り

作 業が展 開 された跡 を,そ の場 にお けるヒ トの行 動

として復 原 させ た研究 で高 く評価 されてい る。今 回

の研究発 表では,後 輩 のヴ ァラ ンタン博士の古 歴史

学 を基調 とする として,パ リ盆地 のそれ以前の後期

旧石器 時代 を前座 的に概観す る とされていた。そ こ

で是非 ともパ ンス ヴァンの ご自身の研究 は比較的詳

しく付 け加 えてほ しい と要望 してお いたのである。

広大 なパ リ盆地のそのような長い期 間のヒ トの歩み

を概観す る には,発 掘 されている遺跡の数が乏 しす

ぎる ことは もちろん否 めない。後期 旧石器時代 が始

まるシャテ ルペ ロ ン文化 か ら,オ ー リニ ャック文

化,ソ リュー トレ文化 と続 くが,そ の35000年 前 こ

ろか ら17000年 前 ころのあ いだは と くにそ うであ
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る。 しか し石器研究 法 にお ける重要 な指摘 と とも

に,従 来か らの知 見 とはかな り異 なった見解が述べ

られ た。

ひ とつ は,槍 先 など として使 われ た と思 える,見

事 な両面調整の石器が作 られたことに特徴 をもつ ソ

リュー トレ文化についてである。石器 の製作技術で

は最高の段 階 に到達 した とされる この文化 は,氷 河

期で ももっとも寒 い時期 にあた り,パ リ盆地 は北 に

位置 しす ぎているので,ヒ トは南 に移動 して しまっ

てい て,ヒ トの痕跡 は乏 しくしか残 されてい ない,

とされていた。90年 代 に調査数 が増加 したおか げ

で,果 た して,18000年 前 ころの ソ リュー トレ文化

人はパ リ盆地に も活躍 していた らしいこ とが認識 さ

れるよ うになった。

もうひとつ は,グ ラヴェ ッ ト文化 における細石刃

の普遍 的な剥離の事実 につ いてである。1万 年前 こ

ろの 旧石器時代の最末期 を特徴づ ける細石刃 は,3

～4cmの 長 さが 幅の2倍 以上 となる両縁が平行す

る細長 い石片で,そ れ を骨角器 な どに嵌め込 んで機

能 を強化 した り,そ ろえて柄に埋 め込 んで ナ イフな

どの機能部 をな した とされるのであるが,実 は3万

年前 ころか らかな り作 られていた とい うことで あ

る。そ うした細か い石片 を割 り取 るの に用意 され,

そ して残 りかす となって捨て られた石塊 は,従 来は

それが 「石器」として何か を彫 り,削 った道具 と考

え,レ イス型彫器 と呼 ばれていた。その割 り取 りの

ための叩 きを施す面 を作 り出 した ときに生 じた石片

坂出市のサヌカイ ト原産地 を訪ねた

ときに石 を割るボデュ博士 と,そ れ

を見るヴァランタン博士

No.IS

が,残 りかす として最終 的に捨 て られた石片 にひっ

つけ られ,「 レイス型彫器」 にかかわ る動 作連鎖 が

復 原で きた結果,道 具では な くて,石 割 り作業の残

りかす と認識 され るようにな った。

2人 の発 表 を聞いて と くに新 しい と思 った視 点

は,石 が割 られる姿が資料 に対 してか な り具体的 に

把 握 されていた ことで,相 当の研究 の蓄積がある と

感 じさせ られた。石 を割 り取 る動作(ジ ェスチ ュ

アー)は,用 い られ る道具 ともあい まって,時 間 と

地域 を異 にす る過去 の ヒ トの集団のあいだでかな り

明瞭な差 を示す ことが最近の技術学的研究で明 らか

にされて きてい るのであ る。 この点での研究 の遅

れ,あ るいは過 去の研究法 に固執 しす ぎる日本考 古

学の傾向が藤村 さんの長いあいだの 「ねつ造」を許

して しまったと言 えよう。

わた した ちは,藤 村 さんの悲 しい事件 を克服す る

ため には,研 究 法の革新 を もって取組み直す しか術

の ない ことを主張 した。そのための研究集会 を企画

し,今 回はそ の第2回 目であった。国際的 に先頭 を

切 って石器研究 をリー ドす る2人 の若手研究者 を総

合博物館 に迎え ることがで きたこ とを嬉 しく思 う。

ここに内容の一部 を紹 介 したが,極 めて専 門的で質

の高い研 究発表 を聞い た。5時 間以 ヒに及 んだ講演

会 に,一 般の聴 衆 も根拠 のある推論 を追 う知的ゲ ー

ムを楽 しんだ。なお参 加者 は総 合博物館 に団体入場

料金 を支払 われ た。

(京都大学総合博物館長 ・考古学)
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研 究 ノー ト

ロ ン ドンの 自然 史博 物館

本川雅治

私 は平成13年 度文部科学省長期 在外研 究員 と し

て2001年11月 か ら2002年10月 までの1年 間,イ

ギ リスの ロ ン ドンにあ る自然 史博物館で 「東アジア

産小型哺乳類の種分化 と系統 分類 に関す る研究」と

い うテーマで在外研究 を行 う機会 を得 た。自然 史博

物館 は,大 英博物館 白然 史部 門を前 身 とす る250年

ほどの歴 史をもつ世界的に最 も著名な博物館の一つ

で ある。私 は哺乳類の系統分類学 の研究 を行 ってい

るが,こ れか ら述べ る ようにその研究上,そ してま

た大学博物館で標本管理 を行 う立場 とい う2つ の点

か ら訪れたい と思 っていた博物館で あった。

今 回の主 な目的 は東 アジアの哺乳類標本,特 にモ

グラ類,ト ガ リネズ ミ類,ア カ ネズ ミ類 を形態学 的

に調査す る ことであった。具体的 には,自 然 史博物

館 に収蔵 され ている頭骨や剥 製標本 を,肉 眼あるい

は実体顕微鏡下で特徴 を調べ た り,各部位 を ノギス

で計 測 した り,博 物館 のラベ ル情報 を書 き写 した

り,そ れ らの写真 を撮 った りす るのであ る。毎 日,

カバ ンに ノー ト,鉛 筆,ピ ンセ ッ ト,ノ ギ ス,時 々

はカ メラを入れ て,家 か ら自然史博物館へ と出かけ

て行 った。最近の系統分類学では遺 伝子 を調べ るこ

とも多いが,そ んな こととは無縁 の,古 くさい方法

の研究 である。

取 り組んだのはいずれ も混乱 した グループの種分

類 の再検 討である。標本の ラベ ルに書かれた学 名が

正 しい とは限 らない。例えばAとBと されている種

が実は同 じ種か も しれ ない し,AとBの 一部が同 じ

種でBの 残 りは別の種,ま たはAの 一部 とBの 一一

部,Aの 残 りとBの 残 りがそれぞれの種 なのか も し

れ ない。したが って,分 類 を見直す には結局一つず

つの標本 について詳 しく調べ てい くことが必要であ

る。先の見 えない手探 り状態で も,と にか く一つず

つ標本の観察や計測 を行 い,そ の過程で部分的 にで

も分類 体系 を見直 し,そ れ らを踏 まえて標本 を見直

す,こ う した作業の繰 り返 しによって,は じめて適

当 な分類体系 を再構 築する ことが で きるのであ る。

今 回調 べ た 中には1000点 以.トの標本調 査 を含 む

テーマ もあ った。標本 を一 つずつ 見てい くとい う と

気の遠 くなるような反復作業 と思われるか もしれな

いが,実 際 には数 を見て い くにつ れ,ま るで標本が

語 りかけて くるかの ようにいろいろなことがわかっ

て くるのである。

さて,東 アジアの標本 を調べ るのに,な ぜ イギ リ

スに行 くのか とい う疑問があるだろ う。哺乳類で は

20世 紀 初頭の まだ 口本や 東アジ ア各国で哺乳類の

研究が行 われてい ない頃,イ ギ リスのベ ッ ドフ ォー

19世 紀に建設された自然史博物館
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21世 紀 に新 設 され た ダー ウ ィ ンセ ン タ ーの

外 観(上)。2002年9月 よ り一 般 公 開 され

て い る ダー ウ ィ ンセ ンタ ー第1期 への エ ン

トラ ン ス(右 上 〉。液 浸 標 本 が 収 蔵 ・展 示 さ

れ て い る(右)。 植 物 ・昆 虫 標 本 を対 象 に第

2期 が計 画 さ れ て い る。

ド侯爵が東 アジア動物探検 と題 して,採 集 人ア ンダ

ソ ンらを 日本,朝 鮮半 島,中 国,ロ シアなどに派遣

し,膨 大 な数の標本 を収集 し,そ れ らを自然 史博物

館の トマ スに研究 させ たのである。トマスは数 多 く

の新種や新亜種 をこれ らの標本 に基づ いて記載 し,

そう したタイプ標本のほぼすべ てが 自然史博 物館 に

収蔵 されている。タイプ標本はそれぞれの学 名の基

準 となる唯一の標本であ り,分 類の混乱 した グルー

プの種分類の研究 には タイプ標本 の調査が不可欠で

ある。ベ ッ ドフ ォー ド標本 はタイプ標本 もそ うでな

い標 本 も,ま もな く100年 が経 とうとしているのに

完 壁に近い良好 な状態 で保 存 されている。また,自

然史博物館 にはその他の イギ リスの調査団によって

採 集 された,あ るいは 日本 人研究者が寄贈 した東ア

ジアか らの哺乳類標本 も収蔵 されてい る。後者 に

は,戦 前 に日本の哺乳類 分類学 の研 究 を精力 的 に

行 った黒田長礼氏 の もの も含 まれてい る。彼の標本

のほ とんどは第二次世界大戦中の空襲 によ り消失 し

ていて,そ の意味 で 自然 史博物館 に貴重 な ものが含

まれるこ とも今回の調査で明 らか になった。

さて,自 然史博物 館での標本 は どのよ うに管理 さ

れているのであ ろうか。すで に述べ た ように哺乳類

の多 くの標本は剥製 と頭骨 で,10階 建て ほ どの建

物 の各階 に分類 群 ごとに収蔵 されている。一方,一

部はホルマ リンやアルコールに液浸標本 として保存

され,同 様 の他 の脊椎動物 など と一緒 に新設の ダー

ウ ィンセ ンター に収蔵 されている。この ダー ウィン

セ ン ター は2002年9月 か ら一般 公開 もされ,一 般

客が研究 標本の一端 を見れる ようになった。ところ

で,日 本の博物 館 について標本 の保存が適切で ない

とよ く言われ,何 世紀 に もわたって保存 されてい る

ロン ドンの 自然史博物館 をは じめとす る ヨー ロッパ

の博物館 と比較 される。で は,日 本の博物館が どの

ように標本 を収蔵す るのが よいのか について考 えて

みた。す る と,日 本 には標本 を破壊す る要素が ヨー

ロ ッパ と比べて格段 に多い ことに気づ く。強 い太陽

光 と紫外線,高 湿度,温 度 の年較差(こ れ らは1年

間の生活 で身を もって感 じた),害 虫の高い発生率,

地震な どである。つ ま り,日 本 の博物館 は ヨーロ ッ

パの まねをす るだけで はな く,よ り適切な保存環境

の維持や収蔵方法 を新たに開発することも必要なの

であ る。さて,京 都大 学総合博物館 ではすでにい く

つかのアイデアが標本収蔵室の設計や運営 に反映 さ

れてい る。今 回,自 然史博物 館で見て きた ことがそ

の改善や改良 に大いに役立つ もの と確信 している。

(総合博物館助手 ・哺乳類分類学)
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京都大学総合博物館 日誌(平 成15年2月 ～5月)

2月8日 研 究集会 「新 しい石器技術学 か らみるパ

リ盆地 の後期 旧石器時代」 開催

2月14日 第66回 教官 会議

2月22日 レクチ ャー ・シ リーズno.4「 ヒマラヤ

高 山の温室 をつ くる植物,セ ー ター を着 る植

物」 開催

3月14日 第67回 教官 会議

3月15日 レクチ ャー ・シリーズno5「 化石 か ら

解 き明かす多細胞動物の起源」 開催

3月21日 春休 み学習教室 「三葉虫 を調べ よう」「化

石 を使 って進化年表 をつ くろう」開催

3月29日 レクチ ャー ・シ リーズno.6「 無酸素環

境 に住 む生物 の話」 開催

3月31日 外 国人研 究員 ミカイル ・ア レクサ ン ド

ロヴ ィッチ ・フェ ドンキ ン氏(ロ シア連邦 ・ロ

シア科学 アカデ ミー古生物学研究所研究室長)

帰国

4月1日(人 事異動)

総合博物館か ら配置換

掛 長 清水 尚

経理部経理課第二給与掛長へ

掛 員 河 田友彦

理学部等経理掛主任へ

他学部等 よ り転 入

掛 長 村 田敏雄

附属 図書館総務課経理掛長 よ り

新規採用

事務官 服部敦 史

4月1日 外 国人研究員 ヨハ ン・ホーエ ネ ッガー

氏(オ ース トリア共和 国 ・ウ ィー ン大学古生物

学研 究所所長)来 学

4月ll日 第68回 教官会議

4月23日 平成15年 春季 企画展 「日記が開 く歴史の

扉一平安貴 族か ら幕末奇 兵隊 まで一」 開催

4月26日 レクチ ャー ・シ リーズno,7「 原人の世

界」 開催

5月9日 第69回 教官 会議

5月10日17日 第13回 公 開講座

5月18日 レクチ ャー ・シ リーズno.8「 大型有孔

虫:熱 帯 の海の庭 師に して建築 家」 開催

5月25日 平成15年 春季企画展 「日記が開 く歴史の

扉一平安貴 族か ら幕末奇兵 隊 まで一」終了

5月31日 開館2周 年記念催 し,レ クチ ャー・シリー

ズno.9「 ラン ビルの森 一熱帯 雨林の生物学

一」 開催

表 紙

平瀬貝類 コ レクション

京都市 岡崎 に大正2～8年 に貝類博物館 を開設 した平瀬與一郎氏の所蔵標本の一部 だった9295点 が,理

学研究科動物学教室お よび地質学鉱物学教室 に保存 され て きた。明治期 に収集 された充実 した国内外 産の

貝類標本 コ レクシ ョンであ る。すで に絶滅 した地域個体群の標本 を含む など,貝 類分 類学 や環境変遷 の研

究 に とって きわめて重要であ る とと もに,明 治 ・大正期の科学 史を知 る上で も貴重 なものであ る。
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